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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Integrationtm B2B Integration システムの実
行時アクティ ビテ ィ をモニタするアプリ ケーシ ョ ンの開発方法について説明しま

す。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「はじめに」 では、 WebLogic Integration 環境のためのアプリ ケー
シ ョ ンの開発について概説します。

� 第 2 章 「管理アプリ ケーシ ョ ンの開発」 では、 WebLogic Integration 
Managed Beans (MBeans) を使用して実行時の B2B Integration アクテ ィ ビ
テ ィ をモニタするアプリ ケーシ ョ ンを作成する方法について説明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 次のユーザを対象と しています。

� WebLogic Integration Studio を使用して B2B Integration 環境で使用できる
ワークフローを設計するビジネス  プロセス設計者

� B2B Integration 環境における実行時の統計をモニタする  Java アプリ ケー
シ ョ ンを記述するアプリ ケーシ ョ ン開発者

� B2B Integration アプリ ケーシ ョ ンを設定および管理するシステム管理者

B2B Integration のアーキテクチャの概要については、 『B2B Integration 入門』 の
「概要」 を参照して ください。
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e-docs Web サイ ト

BEA の製品マニュアルは、 以下の場所から入手できます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html

このマニュアルの印刷方法

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 PDF を  Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体または一部分を印刷できます。
Adobe Acrobat Reader がない場合は、次の URL にある  Adobe の Web サイ トから
無料で入手できます。

http://www.adobe.co.jp/

または、Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラ
ウザからこのマニュアルの HTML ファ イルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できま
す。

関連情報

Java 2 Enterprise Edition (J2EE)、 eXtensible Markup Language (XML)、 および 
Java プログラ ミ ングについての詳細は、 次の URL にある  Javasoft Web サイ ト を
参照して ください。

http://java.sun.com
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サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールの メ ッセージには、 BEA WebLogic Integration リ リース  7.0 のドキュ
メン ト をご使用の旨をお書き添え ください。

本リ リースの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 または 
WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、次の URL 
にある  BEA WebSUPPORT を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせく

ださい。

http://websupport.bea.com/custsupp

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。
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〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそのメンバー、 デー
タ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその拡張子を示す。 等幅テキス トはキー

ボードから入力するテキス ト も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅テ

キスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しない。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... [-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号は入力しない。

表記法 適用
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... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... [-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 実際には、 この省
略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 はじめに

以下の節では、 B2B Integration 管理アプリ ケーシ ョ ンの概要を説明します。

� WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ン

� 管理アプリ ケーシ ョ ン

WebLogic Integration アプリケーシ ョン

こ こでは、 WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンに関する以下の ト ピッ クを取
り上げます。

� MBean を使用した B2B Integration のアクテ ィ ビテ ィのモニタ

� 管理アプリ ケーシ ョ ン

MBean とは、WebLogic Integration で使用できる  3 種類のコンポーネン ト  アプリ
ケーシ ョ ン う ちの 1 つです。 WebLogic Integration では、 MBean に加え、 次の 2 
つのアプリ ケーシ ョ ンが使用できます。

� ロジッ ク  プラグイン。 カスタマイズされたルーテ ィング、 フ ィルタ処理、 情
報処理に使用します。 詳細については、 『B2B Integration ロジッ ク  プラグイ
ン プログラ ミ ング ガイ ド 』 を参照して ください。

� メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ン。 詳細については、 『B2B Integration メ ッ
セージング アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。

B2B Integration システムの概要については、 『B2B Integration 入門』 を参照して
ください。
B2B Integration 管理アプリケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド 1-1



1 はじめに
管理アプリケーショ ン

WebLogic Integration 管理アプ リ ケーシ ョ ンを使用する と、 B2B Integration をサ
ポートする実行時アクティ ビテ ィ （メ ッセージ ト ラフ ィ ッ ク、 会話統計など）
をモニタできます。 WebLogic Integration では、 管理ツールが WebLogic 
Integration B2B Console と して統合されており、実行時に B2B エンジンをモニタ
できます。 BEA 提供のシステム ツールに加え、 同等のモニタ機能をもつカスタ
ム管理アプリ ケーシ ョ ンを開発する こ と もできます。

たとえば、 以下のよ う な用途の管理アプ リ ケーシ ョ ンを開発できます。

� WebLogic Server インスタンスのアクテ ィ ビテ ィのモニタ

� サーバ インスタンス、 配信チャネル、 ビジネス  ト ランザクシ ョ ン定義、 ト
レーディング パートナ、 ビジネス  メ ッセージなどの実行時統計の取得

WebLogic Integration では、 すべての管理アプ リ ケーシ ョ ンに対して  Managed 
Bean (MBeans) が提供されます。MBean は、管理操作のための属性およびメ ソ ッ
ドを備えた特別な JavaBean で、 Java Management Extensions (JMX) Managed 
Beans API の BEA の実装です。 JMX Managed Beans API は、 Sun Microsystems, 
Inc. 発行の Java Management Extensions 仕様に定義されています。
1-2 B2B Integration 管理アプリケーシ ョ ン プログラ ミング ガイ ド



2 管理アプリケーションの開発

以下の節では、 WebLogic Integration B2B エンジンの実行時アクテ ィ ビテ ィのモ
ニタに使用する管理アプリ ケーシ ョ ンの作成方法について説明します。

� 管理ツールの操作

� MBean と  MBeanServer の操作

� 管理アプリ ケーシ ョ ンのプログラ ミ ング

管理ツールの操作

WebLogic Integration B2B Console を使用する と、 B2B Integration のアクティ ビ
テ ィ を実行時にモニタできます。 また、 必要に応じてカスタム管理アプリ ケー

シ ョ ンを作成し、 B2B Console と同等の情報をモニタするこ と もできます。

カスタム管理アプリ ケーシ ョ ンは、 以下のよ う な用途に使用できます。

� 特定の会話内で交換されたメ ッセージの数、 B2B Integration で受信したメ ッ
セージの数などのリ アルタイムの統計への読み取り専用アクセス

� 特定の配信チャネルや WebLogic Server のシャッ ト ダウン、 特定の会話から
の退出、 会話の終了などの管理タスク

注意 : WebLogic Integration リポジ ト リは、 カスタム管理アプリ ケーシ ョ ンでは
更新できません。 リ ポジ ト リは、 次のいずれかのツールを使用して更新

します。

� WebLogic Integration B2B Console。 詳細については、 『B2B 
Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 を参照して く
ださい。

� Bulk Loader については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「Bulk 
Loader の操作」 を参照して ください。
B2B Integration 管理アプリケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド 2-1



2 管理アプリケーシ ョ ンの開発
MBean と  MBeanServer の操作

WebLogic Integration では、 B2B エンジンの実行時アクティ ビテ ィをモニタする
カスタム管理アプ リ ケーシ ョ ンの作成に必要なアプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ン
グ  インタフェース （API） が用意されています。 B2B Console でもこれらの API 
を使用して リ アルタイムのモニタ情報を表示しています。

これらの API は、 管理操作のための属性およびメ ソ ッ ドを備えた特別な 
JavaBean である  Java Management Extensions (JMX) Managed Bean (MBean) の
セッ トで構成されています。 JMX、 特に JMX API (MBeanServer および MBean 
を含む ) の詳細については、 Sun Microsystems, Inc. 発行の Java Management 
Extensions 仕様 （下記 URL） を参照して ください。

http://www.java.sun.com/products/JavaManagement/index.html

MBean パッケージ

WebLogic Integration では、 カスタム管理アプ リ ケーシ ョ ンの作成に使用する  
com.bea.b2b.management パッケージが提供されています。 このパッケージで
は以下が提供されます。

� B2B エンジンの実行時アクティ ビテ ィのモニタを可能にする  MBean

� 実行時管理アプリ ケーシ ョ ンで発生するエラーを処理するための 
ManagementException ク ラス

このパッケージの詳細については、 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参照
して ください。

この リ リースでは、 すべての MBean が 標準 MBean と して実装されます。 これ
らの標準 MBean によって、独自の MBean インタフェースを実装するク ラスが構
成されます。 WebLogic Integration MBean は、 リモー ト  MBean と しては実装さ
れません。 したがって、 すべての管理アプリ ケーシ ョ ンを、 モニタする  B2B エ
ンジンに常駐させる必要があ り ます。
2-2 B2B Integration 管理アプリケーシ ョ ン プログラ ミング ガイ ド



MBean と  MBeanServer の操作
MBean

次の表では、 各 WebLogic Integration MBean について説明します。

注意 : WebLogic Integration リ リース 2.1、7.0 および BEA WebLogic Collaborate 
2.0 では、 すべての MBean がこのパッケージに集められています。
WebLogic Collaborate の旧バージ ョ ンでは、 MBean は c-hub パッケージ
と  c-enabler パッケージに分けられていました。WebLogic Collaborate 1.0 
または 1.0.1 からアップグレードする場合は、 以前に記述した管理アプリ
ケーシ ョ ンを、 新しい MBean を使用するよ うに変更する必要があ り ま
す。 次の表に、 リ リース  1.x MBean から リ リース  2.x MBean への変更点
をま とめます。

表 2-1  WebLogic Integration MBean

ラベル 説明

WLCMBean B2B Integration のインスタンスを表す。 実行時の
インスタンスのモニタに使用する。

DeliveryChannelMBean 配信チャネルを表す。 実行時の B2B Integration シ
ステム上の配信チャネルのモニタに使用する。

ConversationMBean B2B Integration インスタンス上の ト ランザクシ ョ

ン マネージャによって管理されるビジネス会話を

表す。 配信チャネル内のアクテ ィブな ト ランザク

シ ョ ンのモニタに使用する。

TradingPartnerSession
MBean

ト レーディング パートナのセッシ ョ ンを表す。 ト

レーディング パートナのモニタに使用する。

MessageMBean 会話内のメ ッセージを表す。 メ ッセージのモニタ

に使用する。

CollaborationAgreementM
Bean

コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト を表す。 コ ラボ

レーシ ョ ン  アグ リーメン トは、 どのプロ ト コルを

使用してどのよ うに通信するかについての 2 パー
テ ィ間の技術的なアグ リーメン ト を表す。
B2B Integration 管理アプリケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド 2-3



2 管理アプリケーシ ョ ンの開発
MBean サーバの実装

MBean をアプ リ ケーシ ョ ンで使用する場合、 WebLogic Integration では、
WebLogic Server インスタンスの開始時に作成された MBean Server インスタンス
に MBean が登録されます。 WebLogic Server MBean Server の詳細については、
次の URL の 『WebLogic Server JMX Services プログラマーズ ガイ ド』 を参照して
ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jms/index.html

管理アプリケーショ ンのプログラ ミング

JMX API を使用して WebLogic Integration MBeans にアクセスするには、 Java ア
プ リ ケーシ ョ ンで以下の手順を実行する必要があ り ます。

� 手順 1 : 必要なパッケージをインポートする

� 手順 2 : MBeanServer オブジェ ク トへの参照を取得する

表 2-2  MBean ラベル

リリース 1.x のラベル リ リース 2.x のラベル

EnablerMBean WLCMBean

HubMBean WLCMBean

CSpaceMBean DeliveryChannelMBean

ConversationMBean ConversationMBean

GlobalConversationMBean ConversationMBean

EnablerSessionMBean TradingPartnerSessionMBean

CollaboratorMBean TradingPartnerSessionMBean

MessageMBean MessageMBean
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管理アプリケーシ ョ ンのプログラ ミ ング
� 手順 3 : ObjectName オブジェ ク ト を作成する

� 手順 4 : MBean サーバを照会する

� 手順 5 : MBean の属性を読み取る

� 手順 6 : MBean を検索する

� 手順 7 : 例外を処理する

情報を検索する場合は、 ク ラスタ内の全ノードを通る  app が必要です。 ノードは
それぞれ、 スタンドアロン ノード と して機能しなければなり ません。 上記の手
順を繰り返して ください。

注意 : 管理アプリ ケーシ ョ ンをマルチノード  ク ラスタにデプロイする場合は、
全てのノードを個別に通るロジッ クを構築する必要があ り ます。 管理ア

プリ ケーシ ョ ンでは、 マシンがそれぞれスタンドアロン ノード と して機
能します。
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2 管理アプリケーシ ョ ンの開発
手順 1 : 必要なパッケージをインポートする

MBean を操作するには、 必要なパッケージを管理アプリ ケーシ ョ ンにインポー
トする必要があ り ます。 最低でも、 次の表に示すパッケージをインポート しなけ

ればな り ません。

次のリ ス トのコードでは、 管理アプリ ケーシ ョ ンで必要なパッケージをインポー

ト します。

コード  リスト  2-1   管理アプリケーション用のパッケージのインポート

import javax.management.*;
import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import com.bea.b2b.management.*;
import weblogic.management.*;

表 2-3  インポートが必要なパッケージ

ラベル 説明

javax.management.*; Sun Microsystems, Inc. 発行の Java Management Extensions 仕
様で必須であるため、 JMX MBean で必要。

javax.naming.*; JNDI ルッ クアップを使用して MBean サーバ オブジェ ク ト
を検索するために必要。 以下のパッケージのみ必要。

� javax.naming.Context

� javax.naming.InitialContext

com.bea.b2b.management.* すべての管理アプ リ ケーシ ョ ンで必要。

weblogic.management.* すべての管理実装で必要。MBeanServer および MBeanHome 
を取得する。
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管理アプリケーシ ョ ンのプログラ ミ ング
手順 2 : MBeanServer オブジェク トへの参照を取
得する

WebLogic Integration では、WebLogic Server のインスタンスの起動時にインスタ
ンス化された MBeanServer を使用します。 MBeanServer への参照を取得するに
は、 そのサーバの MBeanHome が必要です。 MBeanServer の MBeanHome は、 次に
示すサーバの JNDI ツ リーから取得できます。

weblogic.management.MBeanHome.JNDI_NAME.serverName

管理サーバは、 JNDI ツ リー上のド メ イン内にある各サーバに対して MBeanHome 
をパブリ ッシュします。管理 MBeanHome は、次に示す管理サーバの JNDI ツ リー
から取得できます。

weblogic.manageme nt.MBeanHome.ADMIN_JNDI_NAME

すべての MBeanHome の基盤となる  MBeanServer は、 その MBeanHome の 
getMBeanServer() メ ソ ッ ドを呼び出すこ とによって取得できます。

次のコードは、 管理サーバ MBeanHome 用の JNDI ルッ クアップの例です。

コード  リス ト  2-2   MBeanServer オブジェク トへの参照の取得

import javax.naming.Context;
import javax.naming.NamingException;
import javax.naming.AuthenticationException;
import javax.naming.CommunicationException;
import weblogic.jndi.Environment;          ...
import weblogic.management.MBeanHome;
         ...
    MbeanHome home = null;
    try {
      Environment env = new Environment();
      ctx = env.getInitialContext();
      home = (MBeanHome) ctx.lookup(MBeanHome.ADMIN_JNDI_NAME);
      RemoteMBeanServer server = home.getMBeanServer();
    }
    catch (AuthenticationException e) {
        ... // エラー処理
    } catch (CommunicationException e) {
        ... // エラー処理
    } catch (NamingException e) {
        ... // エラー処理
    }
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2 管理アプリケーシ ョ ンの開発
手順 3 : ObjectName オブジェク トを作成する

MBeans は、 MBeanServer 内では一意のオブジェ ク ト名で識別されます。
ObjectName ク ラスがオブジェク ト名を表します。

WebLogic Integration リ リース  2.1、 7.0 およびWebLogic Collaborate 2.0 では、
MBean Server に登録されるのは WLCMBean だけです。 他の MBean はすべて、
WLCMBean から検索されます。 WLCMBean の属性は、 名前、 タイプ、 およびド メ
インの 3 つです。 これらの属性は、MBean の JMX Object Name に反映されます。
Object Name は、 所定の MBean に対する、 すべてのド メ インでユニークな識別
子で、 以下のよ う な構造を持っています。

domain name:Name=name,Type=type[,attr=value]... 

name の値は、 指定したド メ イン と タイプにおいてユニークである必要があ り ま
す。 たとえば、

mydomain:Name=WLC,Type=WLC
ObjectName objectName = new ObjectName("WLC", "WLC", "mydomain");

MBean の場合、 オブジェ ク ト名式が使用されている クエ リ操作にオブジェク ト
名を使用する こ と もできます。 MBeanServer では、 登録されている  MBean のオ
ブジェ ク ト名でパターン マッチングが行われます。 マッチング構文は、 Sun 
Microsystems, Inc. 発行の Java Management Extensions 仕様で示されているファ イ
ル グロービングに準拠しています。

� アスタ リ ス ク （*） は、 どの文字シーケンスにもマッチします。

� 疑問符 （?） は、 1 文字にマッチします。

手順 4 : MBean サーバを照会する

オブジェ ク ト名式を構築したら、 その式に対応する  ObjectName オブジェ ク ト を
渡して MBeanServer を照会します。 登録された MBean のセッ ト （オブジェ ク ト
名式を満たす名前） を検索するには、 次のメ ソ ッ ドを使用します。

javax.management.MBeanServer.queryNames()

クエ リ条件を満たすオブジェ ク トのセッ トが返されます。 これらは、 MBean を
表す ObjectName オブジェ ク ト であ り、 MBean 自体への直接の参照ではないこ
とに注意して ください。
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管理アプリケーシ ョ ンのプログラ ミ ング
手順 5 : MBean の属性を読み取る

他の MBean にアクセスするには、 前のステップで取得した ObjectName インス
タンスを使用します。 ただし、 ObjectName には、 1 つまたは複数の MBean タイ
プの属性が必要です。 MBean の属性を読み取るには、 次のメ ソ ッ ドを使用しま
す。 パラ メータ と して  ObjectName オブジェ ク ト を渡します。

javax.management.MBeanServer.getAttribute()

最初の MBean の ObjectName を渡して  getAttribute メ ソ ッ ドを呼び出した後
は、 他の MBean インスタンスへの直接の参照を取得できます。

次のコードでは、 WLCMBean に関連付けられた属性のセッ ト を検索していま
す。

コード  リス ト  2-3   会話属性の検索

MBeanHome home = Admin.getMBeanHome();
server = home.getMBeanServer();
ObjectName objectName = new ObjectName("WLC", "WLC", "mydomain");
beans = server.queryNames(objectName, null);
Iterator it = beans.iterator();
while (it != null && it.hasNext()) 
{
 // 1 つのみ
  obj = (ObjectName)it.next();
  break;
}
if (obj != null)
{
  Date startTime = (Date)server.getAttribute(obj, "ActiveSince");
  Date lastTime = (Date)server.getAttribute(obj, "LastMessageSentTime");
  ConversationMBean[ ] convs = (Conversation[ ]) server.getAttribute(obj,
     "ActiveConversations");
   if (convs != null)
   {
     for (int ii=0; ii< convs.length; ii++)
     {
        String protocol = convs[ii].getBusinessProtocolName();
      }
    }
 }
...
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2 管理アプリケーシ ョ ンの開発
上記のコードで示されているすべての属性は、 getAttribute を呼び出すこ とに
よって検索できます。WLCMBean の shutDown などのメ ソ ッ ドを呼び出すには、
MBeanServer を呼び出します。 詳細については、 次の URL の JMX 仕様を参照
して ください。

http://java.sun.com

手順 6 : MBean を検索する

論理的に関連する  MBean には、 相互に参照を検索するためのアクセサ メ ソ ッ ド
が用意されています。 これらのメ ソ ッ ドは強く型付けされており、 正確な 
MBean タイプが返されます。 たとえば、
WLCMBean.getActiveDeliveryChannels() メ ソ ッ ドでは、 システム内のすべて
のアクティブな配信チャネルを表す DeliveryChannelMBean タイプの配列が返
されます。 同様に、

TradingPartnerSessionMBean.getActiveConversations() メ ソ ッ ドでは、
セッシ ョ ン内のすべてのアクティブな会話を表す ConversationMBean タイプの
配列が返されます。

これらのメ ソ ッ ドの詳細については、 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参
照して ください。

手順 7 : 例外を処理する

B2B Integration 管理アプリ ケーシ ョ ンの実行時にエラーが発生する と、
com.bea.b2b.management.ManagementException が送出されます。 この例外
は、 管理アプ リ ケーシ ョ ンによって捕捉されて適切に処理されます。 以下に例を

示します。

コード  リスト  2-4   管理アプリケーションによる ManagementExceptions の処
理

catch (ManagementException me){
      String msg = "Exception in Management Application: " + me;
      debug(msg);
      throw new Exception(msg);
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管理アプリケーシ ョ ンのプログラ ミ ング
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2 管理アプリケーシ ョ ンの開発
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